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マイナンバーカードについて

問	 国は、カード取得率で自治体の地方交付税

の配分に格差をつけるというが実態はどうか。

答（企画経営部長） 普及率によって額が優遇

される措置がとられています。

問	 交付を推進してきた事業の費用負担はどう

だったのか。

答（企画経営部長） ブース設置の事業費は、

２月までの契約で1,250万円ほどです。全額

国庫補助金です。

カードと健康保険証について

問	 個人の資産などが将来、行政に把握される

といった警戒感からカードを取得しないとい

う市民にどう対処するのか。

答（企画経営部長） 令和６年秋以降も現在の

保険証を１年間、有効とする報道もありまし

た。

デジタル化による影響について

問	 どんな市民も取り残さない。サービスを保

障するのが行政である。格差をどうするのか。

答（企画経営部長） 情報格差対策に努めてい

ます。

高価なランドセルについて

問	 ランドセルに代わる安価で丈夫な、スクー

ル用バッグを支給すべきではないか。

答（教育部長） 県内の市町村の動向等を参考

に慎重に検討していきます。

問	 ランドセルが重くて、体に負担がかかって

いるというが、重さが体重の５分の１に近い。

教材の軽量化ができないのか。

答（教育部長） 児童の体への負担を軽減する

ための方策を検討します。

小田原市との交流連携について

問	 歴史的関係が深い小田原市との交流、連携

を深めてはどうか。

答（企画経営部長） 歴史的な関係を軸に、

様々な面で検討していきます。

　令和５年安中市議会第１回定例会は、２月

24日から３月17日までの22日間の会期で開催

されました。

　この定例会に市長から提出された議案は、人

事案件や条例の制定など41件、令和５年度予

算関係８件、合わせて49件でした。

　また、委員会提出議案として議案１件が提出

されました。

◇２月24日＝本会議　会期の決定、議員の辞

職、議案41件を上程（内１件を即決）。議案

を各委員会に付託。

◇27日＝本会議　施政方針。令和５年度予算

関係８議案を上程。予算審査特別委員会を設置、

同委員会に付託。

◇３月２・３・６日＝予算審査特別委員会

◇８日＝総務文教常任委員会

◇９日＝福祉民生常任委員会

◇10日＝経済建設常任委員会

◇14・15＝本会議　一般質問

◇17日＝本会議　委員長報告、質疑、討論、

採決。市長提出議案48件を可決。委員会提出

議案１件を可決。閉会。

デジタル化行政・学校教育・

都市間交流について
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（日本共産党安中市議団）

一般質問一般質問

定例会のあらまし

　今定例会における一般質問は、３月14日と15日に行わ

れ、９名の議員が市政全般について、当局の所信をただし、

活発な議論が展開されました。

　質問者全員の質問と答弁の要旨を質問者の原稿に基づ

き発言順に一般質問を掲載しています。

次の定例市議会は、６月９日～６月
26日までの予定です。

議会をご覧ください !議会をご覧ください !
P Cや
スマホでも
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道の駅構想について

問	 令和２年６月議会に、「国道18号線沿いの

道の駅設置及び災害時等の広域住民避難場所

確保に関する請願」が郷原地域から出され採

択されている。今回、横川への設置構想に至

った経緯は。

答（産業環境部長） 平成26年に郷原地域から

市長への要望では、「国道18号道の駅設置及

び郷原工業団地の促進」とあり、郷原は産業

用地として決定し、横川には多くの観光資源

があり観光振興の強化を推進できること、ま

た、碓氷峠のふもとにあり防災の拠点として

も適地であると考えています。

問	 郷原地域への対応は。

答（産業環境部長） 昨年10月に原市地区全区

長へ、産業用地として開発していく方針を説

明し、概ね同意をいただきました。

道の駅の機能について

問	 平成26年の大雪で国道の交通がストップし

たが、防災面では、ふもとより、もっと手前

での対応が必要ではないか。

答（産業環境部長） 碓氷バイパスに規制が引

かれる始点は、国道18号の鉄道文化むら南信

号先であり、規制区間の直前でＵターンでき

る施設整備が最善と考えています。

問	 地域の特産品等の販売も多くの所にある。

一般に農産物の集荷に苦慮している話も聞く。

農産物直売所等、地域振興施設の整備や運営

方法などはどうか。

答（産業環境部長） 農産物直売所は、地元関

係団体等の協力も得ながら取り組む必要があ

り、今後道の駅の運営管理事業者を決定して

いく中で協議・検討を行っていきます。

　その他、学校のトイレに生理用品設置につい

てと、子ども会・子ども会育成会について質問

しました。

子育て支援策の充実について

問	 未入園児の一時預かり事業の利用状況は。

答（保健福祉部長） 令和３年度の実施施設は

８ヵ所で、延べ人数で約700人が利用してい

ます。

問	 定期預かり事業実施の考えは。

答（保健福祉部長） 国では令和５年４月から

保育所の空き定員等を利用して未就園児の定

期的な預かりをモデル事業として実施する見

込みです。孤立する家庭の防止、育児負担の

軽減及び虐待防止のために、定員に空きのあ

る保育所等において、未就園児に対して継続

して週１日から２日程度の定期的な預かりを

実施するものです。保護者からの要望があり、

制度に合致すれば、取り組んでいきたいと考

えています。

健康づくりへの意識を高める取り組みについて

問	 市民の健康づくりの意識向上を図り、健康

増進活動の実践につながるよう、ポイント制

度を導入してはどうか。

答（保健福祉部長） 県が公式スマートフォン

アプリ「G-WALK	+」を令和３年度に構築

し、健康ポイント制度事業として運用してい

ます。全ての県民が健康づくりを実践できる

よう推進していますので、県と連携して利用

促進を図っていきます。

　その他、１項目を質問しました。

道の駅構想・子育て支援、

教育環境の充実について

少子化対策・健康づくりの

推進・観光政策の推進につ

いて

一時保育を実施している施設（まついだ保育園）
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（公明党）

健康ポイント制度…�健診を受診した人や、運動、禁煙などで取り組みを達成できた人にポイントを付与する制度。貯めたポイントで景品
を受け取ることができる。
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防災対策について

問	 東日本大震災から12年、安中市の課題は。

答（総務部長） 地域の防災力の強化のため、

自主防災組織の結成・育成、地域の防災リー

ダーとなる防災士を養成し、自助・共助の強

化に繋げたいです。

問	 自主防災組織の現状と活動内容は。

答（総務部長） 25団体が、防災訓練、備蓄資

機材の整備、防災の啓発などを実施していま

す。

問	 防災部局への女性職員の配置については。

答（総務部長） さらなる防災力強化のため、

進めます。

問	 マイ・タイムライン作成研修会の開催につ

いては。

答（総務部長） 昨年度、今年度と２回実施し

ましたが、今後は広報紙、SNS、出前講座等

を活用し、周知したいです。

非常電源について

問	 本庁舎の現状は。

答（総務部長） 現在、本庁舎は、非常用発電

設備はなく、停電時の対応は、ポータブル発

電機３台、電気自動車１台のほか、災害協定

による電源確保を想定しています。

　	　県設置の非常用発電施設で衛星電話、防災

行政無線、Ｊアラートの電源は確保されます。

問	 人工呼吸器や酸素吸入の利用者への購入補

助の考えは。

答（総務部長） 安心して療養を継続できるよ

う必要な検討を進めます。

活動継続支援について

問	 NPO法人やボランティア団体等への事業継

続支援策は。

答（企画経営部長） 団体の活動を広報紙、HP、

SNS等で発信し、相談体制の充実を図り、助

成金の紹介などに努めます。

　その他、１項目を質問しました。

あんなかスマイルパークについて

問	 ケルナー遊具設置後の来館者数は。

答（保健福祉部長） １ヵ月平均で8,000人程

度となり、収穫祭を開催した11月は12,000人

を超えました。新年度は年間10万人超えを目

指します。

問	 バーベキューなどのイベント開催の可能性は。

答（保健福祉部長） 近隣住民への影響も考え、

判断します。

スポーツコミッションについて

問	 他市での導入事例は。

答（教育部長） 前橋市がオリンピックの事前

キャンプ地として誘致活動を実施しました。

スポーツ施設改修について

問	 西毛総合運動公園陸上競技場の改修につい

ては。

答（教育部長） トラックを全天候型へ整備す

るため、実施設計を行う予定です。

問	 市内には、夜間照明が整備されているテニ

スコートが無い。整備を検討すべきでは。

答（教育部長） 高崎市では４ヵ所、富岡市で

は３ヵ所に設置されています。周辺住宅への

影響や費用対効果、受益者負担等を勘案し検

討します。

問	 スポーツ振興くじの活用で、整備費用はか

なり抑えられる。安中市での実績は。

答（教育部長） 米山公園サーキット場の改造

工事が助成対象となっています。

安心安全なまちづくり・NPO

法人等への活動支援・CO２排

出削減の取り組みについて

子育て支援・スポーツから

選ばれるまちについて
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（民声クラブ）

スポーツコミッション…�「スポーツを活用して」その地域の人々だけではなく、他県や他国の人々も呼びこんで地域活性化や地域経済
への貢献などを目指していく組織。

冒険心を駆り立てるケルナー遊具
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未就学児の発達障害児への支援について

問	 乳幼児期の発達障害児は、人間形成に重要

な時期である。児童発達支援の必要性の考え

は。

答（保健福祉部長） 発達障害を早期に発見し、

障害児の特性を周囲が理解し、得意なことを

伸ばしながら苦手を克服していく療育支援を

実施することで社会生活での適応力が向上し

ます。

問	 発達障害児支援は、児童発達支援センター

の充実が必要では。

答（保健福祉部長） 発達障害児の家族を支援

するためには、複数の関係機関が連携し、質

の高い持続性のある支援が必要です。関係機

関が情報の連携を強めることで、児童発達支

援センターの機能の充実も図れます。

幼児期の教育・保育サービスの提供体制の整備

について

問	 幼児教育・保育施設の利用状況は。

答（保健福祉部長） 市内の保育所11ヵ所、認

定子ども園７ヵ所、地域型保育２ヵ所で、利

用定員1,465名のところ1,393名の利用です。

問	 園児に対応する保育士の配置基準は。

答（保健福祉部長） ０歳児は３人に対して１

人、１・２歳児は６人に対して１人、３歳児

は20人に対して１人、４・５歳児は30人に対

して１人となっています。

問	 保育者の人材確保と育成は。

答（保健福祉部長） 保育人材を確保し育成し

ていくことは、子育て環境の充実に必要不可

欠です。民間保育施設から要望を聞き必要な

対策を講じます。

　その他、保育の充実、地域子ども・子育て支

援事業の提供体制の整備、地域子育て支援拠点

事業、小児医療の充実について質問しました。

体育施設の整備について

問	 東横野野球グラウンドの屋外トイレ改修は

どうか。

答（教育部長） 簡易式の洋式トイレを現在の

トイレに隣接して設置の方向で検討します。

問	 テニスコートへのナイター照明を希望する

方が多いがどうか。

答（教育部長） 費用対効果、受益者負担、周

辺住宅への影響等を勘案し検討が必要です。

体育施設の建設や既存施設改修について

問	 弓道場建設を求め、平成28年５月に1,186

名分の署名付き請願書が議会に提出可決され、

平成30年10月に市側から弓道場図面が提示さ

れたが、全く進展がない。今後の計画はどう

か。

答（教育部長） 弓道場建設は、新市庁舎建設

で現在使用している旧安中高校跡地の弓道場

が使用できなくなるため、代替え施設の整備

について、既存施設の活用も含め検討します。

問	 武道場の整備を剣道連盟安中碓氷支部が求

めているがどうか。

答（教育部長） 格技場に柔道場と剣道場があ

り、格技場屋根改修の際、道場の床等も改修

しますのでご理解願います。

問	 子ども用、大人用の屋外バスケットゴール

設置はどうか。

答（教育部長） ドリブル等で騒音が発生する

ため、周辺住民への配慮が必要です。

ネットボールについて

問	 日本ネットボール協会は安中市内に拠点が

あり、身近に指導者がいるので、市内小中学

校の学校体育への導入はどうか。

答（教育部長） 学校毎の選択が基本となりま

す。義務教育段階で身に付ける基本的知識・

技量や運動量、上位学校への接続等を考慮し

検討が必要です。

　その他、体育施設のWeb予約導入、Ｇ-WALK

＋で健康な社会づくりに向けて質問しました。

発達障害児支援・第２期子

ども・子育て支援事業計画

について

スポーツ環境整備・スポー

ツ振興について
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（清風クラブ）

ネットボール…�市内で全国大会も開催されている球技で、誰でも仲良く簡単に楽しめ、接触を避け、安全にプレーすることを基本にして
いる生涯スポーツ。
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子どもの声を聞く施策について

問	 子どもに関わる政策に、子どもの意見を聞

く必要性や重要性をどのように考えているか。

答（保健福祉部長） 子どもの権利が行き渡り

つつあり、必要性、重要性ともに増していま

す。

問	 子どもアドボカシーを具体化する子どもア

ドボケイトとは。

答（保健福祉部長） 子どもアドボケイトは、

子どもの声を聴き支援する人で、子どもの意

見表明を支援するために必要なものなので、

設置を検討します。

問	 子どもの権利に関する条例を制定すると、

どのような施策を行えるか。市も子どもの権

利に関する条例を策定してはどうか。

答（保健福祉部長） 条例策定は子どもの権利

や子どもの生きやすさを市民で共有し、子ど

もの社会参加への契機になります。他市町村

の状況を踏まえ、積極的に検討します。

コロナ対策緩和について

問	 感染症法の位置付けが５類に引き下げられ

ると、市民生活や社会は、どのように変わる

か。

答（保健福祉部長） 新型コロナ特措法の適用

外となり、緊急事態宣言は出せなくなります。

マスク着用は個人の判断です。

問	 ５類になると、学校教育現場はどのように

変わるのか。

答（教育部長） 出席停止や学級閉鎖は法令に

基づき、学校医と協議します。マスク着用は

個人の判断です。

問	 マスクはみんながしてるからという同調圧

力と、着けていればいいという思考停止の影

響を子どもたちも大いに受けた。今後は子ど

もたちの声を聞き意見を取り入れる対策をす

べきでは。

答（教育部長） 自分で考え判断し、行動する

機会を多く設定し、児童生徒の思いや意見を

大切にします。

本市の人口動態について

問	 本市の人口と高齢化率は。

答（市民部長） 人口では、平成25年３月末で

62,056人、令和５年１月末で55,163人と、10

年間で6,893人減少、高齢化率では、平成25

年３月末で28.7％、令和４年３月末で36％と、

９年間で7.3％増加しています。

問	 地域コミュニティの醸成は。

答（企画経営部長） 地域会議など話し合う場

を設け、市民の各種相談を受け入れる体制を

構築する必要があります。

移住・定住施策について

問	 各種支援の成果と課題は。

答（企画経営部長） 本市への移住・住宅取得

者に住宅取得補助や、子育て世帯への経済的

負担の軽減に努めています。また、住みやす

い環境の整備と支援拡充が求められます。

公共交通体系の在り方について

問	 路線バス・乗合タクシー見直しの成果は。

答（建設部長） ルート変更等により令和３年

と４年の比較では、安中市役所・松井田支所

線は1,476人、間仁田・岩野谷線は295人利

用者が増加しています。

問	 デマンドタクシー導入は。

答（建設部長） 路線におけるデマンド方式の

午前への拡大やデマンド交通の通行地域の拡

大は、既存のバス路線やタクシーへの影響が

想定されることから、公共交通の抜本的見直

しが必要となります。

農業振興と組織育成について

問	 生産組織体の育成支援は。

答（産業環境部長） 地域の現状に則した組織

体として、「人・農地プラン」を見直すなか

で集落営農を軸に支援をします。

子どもの声を聞く施策・コ

ロナ対策緩和について

地域再生に向けての施策と

対策について

佐
さ

 藤
とう

 貴
たか

 雄
お

（民声クラブ） 田
た

 中
なか

 伸
しん

 一
いち

（無所属）

子どもアドボカシー…�子どもの意見を聴いてそれを表明できるようサポートし、子どもの権利を守る取組で、子どもの「意見表明」を支
援すること。
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一般会計並びに３つの特別会計と４つの事業会計を可決

令和５年度一般会計予算 262 億 5,400 万円

令和５年度　各会計予算 （単位：千円）

会　　計　　区　　分 令和５年度予算額 令和４年度予算額 比　　較

一　般　会　計 26,254,000 25,264,266 989,734

特別会計

国民健康保険 6,371,276 6,138,091 233,185

後期高齢者医療 959,860 930,679 29,181

介護保険 6,998,157 7,067,315 △ 69,158

事業会計

水　　道 2,425,978 2,393,532 32,446

下 水 道 1,206,146 1,424,380 △ 218,234

病　　院 3,603,470 3,337,006 266,464

介護サービス 48,195 54,360 △ 6,165

　予算は、歳入・歳出の見積りを主たる内容と

し、議会の議決により成立するものです。

　重要案件ですので、議長を除く議員全員によ

る予算審査特別委員会を設置し、活発かつ慎重

に審議いたしました。

　審査の中で行われた主な質疑は次のとおりで、

それぞれ執行部から答弁がありました。答弁の

内容は、紙面の都合で省略させていただきます。

【総務費】

●	公式動画作成の概要と効果、今後の事業展開

について

●庁舎建設事業土地購入費の詳細について

●�入札契約・審査検査事業委託料の詳細につい

て

●総合計画事業の予算内訳について

●社会保障・税番号制度交付金の概要について

●�マイナンバーカードを健康保険証として使用

可能な市内医療機関について

●	移住定住促進住宅取得支援事業補助金の詳細

と周知方法について

●	移住支援金事業補助金の詳細と子ども加算の

引き上げの考えについて

●	地域おこし協力隊事業における定住の成果と

定住者を増やすための施策について

予算審査特別委員会 一般会計歳出
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●	路線バス対策事業の詳細と事業の改善につい

て

●	地域公共交通計画にかかわる予算とスケジュ

ールについて

●	新たな移動手段導入事業実施への考え方につ

いて

●	ふるさと創生事業報償費と賃借料の詳細につ

いて

●ふるさと納税を増やしていく方策について

●	ランニングパトロールの概要と参加方法、効

果について

●	防犯対策設備設置事業補助金の概要と申請方

法、周知方法について

●	LED防犯灯新規設置補助金に加え、防犯灯更

新への補助の考えについて

●街路灯管理事業の光熱水費の状況について

●	婚活支援事業補助金の予算減額理由と実施イ

ベントの概要、今後の事業推進への考え方に

ついて

●	結婚新生活支援事業補助金の予算増額理由と

制度拡充の内容、申請見込みについて

【民生費】

●	令和５年度の新型コロナウイルス感染症関係

の予算補正への考えについて

●	地域づくり推進事業委託料の予算増額の理由

と活動内容、令和５年度の予定について

●	フードバンク活動推進事業の活動状況と委託

料の内訳、今後の活動について

●	生活困窮者自立支援事業自立相談支援事業の

相談内容と支援の見通しについて

●	地域生活支援事業相談支援事業の詳細と相談

員不足の解消について

●	医療的ケア支援事業の概要と周知、支援方法

の拡充について

●	在宅障害児者紙オムツ購入費補助事業の概要

と支給要件について

●福祉医療助成費の概要と助成方法について

●	在宅老人福祉対策事業ゴミ出し支援の調査概

要とシルバー有償ボランティアの考えについ

て

●	老人おむつサービス事業の概要と予算減額の

理由、寝たきりではない人への支援について

●	タクシー利用券助成事業の使い残しが多い理

由と使いやすさ向上について

●	介護予防支援事業委託料の詳細と予算増額の

理由、今後の見通しについて

●	健康増進施設恵みの湯運営事業の施設、設備

修繕の詳細について

●	健康増進施設恵みの湯の刺青をした利用者へ

の対応について

●	保育のICT化事業の概要と導入先、民間保育

所への導入について

●	病児保育事業の詳細と実績、今後の体制づく

りについて

●学童クラブの現状と受け入れ態勢について

●児童手当支給事業特例給付の詳細について

●	児童手当支給事業の中学校終了後の給付の考

えについて

●生活保護の相談と申請者数、傾向について

【衛生費】

●	新型コロナウイルス感染症が５類引き下げに

なる影響と国からの支援について

●	帯状疱疹予防接種費用助成事業の概要と予算

に達した場合の対応、事業効果について

●	帯状疱疹ワクチンの効果と助成事業の申請方

法について

●	若年がん患者在宅療養支援事業の概要と想定

申請者数を超えた場合の対応について

●	出産・子育て応援給付金支給事業の概要と対

象人数、電子クーポン活用について
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●	出産・子育て応援給付金支給事業の恒常化と

出生祝い金等導入の考えについて

●	一般廃棄物処理基本計画策定業務委託料の概

要と新規計画での変更点について

●動物愛護団体補助金の概要について

●	猫の不妊・去勢手術費補助金の概要と周知方

法、予算拡充への考えについて

●	市の指定ゴミ袋の納入状況と値上げへの考え

について

●	マテリアルリサイクル推進施設整備事業の経

緯と目的、施設の概要について

●エコスポットの今後の見通しについて

●	し尿処理事業委託費の予算増額の理由につい

て

【労働費】

●	安中労働教育委員会事業補助金の概要と予算

減額の理由について

●高校生の市内企業見学の実施について

【農林水産業費】

●	耕作放棄地解消対策補助金の概要と効果、市

内耕作放棄地解消に向けた考えについて

●	クビアカツヤカミキリまん延防止対策補助金

の概要と周知について

●	持続的なこんにゃく生産を支える総合対策事

業補助金の概要とこんにゃく農家の現状、今

後の見通しについて

●	蚕糸事業継承対策補助金にかかわる市内養蚕

農家の現状と新規団体育成への考えについて

●	環境保全型農業直接支払事業の対象となる農

業生産活動と今後の見通しについて

●	指定管理者を指定している舞茸生産施設の修

繕の概要について

●	早生桐植栽推進事業補助金の概要と効果、今

後の見通しについて

●植栽した早生桐の活用について

【商工費】

●	商工業振興費の新型コロナウイルス感染症対

策関係予算にかかわる今後の感染拡大への備

えについて

●	企業誘致促進事業委託料、補助金の概要と企

業向け調査の結果について

●安中榛名駅周辺の企業誘致への考えについて

●	小口資金保証料補助金にかかわる返済相談や

国の借り換え制度について

●	碓氷関所設置400周年記念事業補助金の概要

と碓氷関所保存会との連携、周知について

●	市観光機構補助金、DMO推進事業補助金の

根拠と今後の方針について

●	道の駅整備事業委託料の概要と完成後の財政

負担について

●	キャンプ場管理事業修繕料の概要、今後の修

繕計画について

●国民宿舎整理事業の今後の対応について

●	碓氷峠の森公園事業の修繕料、委託料、工事

請負費の概要と現状について

●	仮設オートキャンプ場の利用状況と今後の整

備について

【土木費】

●道路維持補修事業の予算増額の理由について

●	道路維持補修事業のICTや市民参加の活用と

今後の考え方について

●	簗瀬沢河川改修工事の概要と今後の予定につ

いて

●	都市計画マスタープラン策定の方向性につい

て

●	立地適正化計画策定事業の現時点での構想に

ついて

●	都市計画マスタープランの策定スケジュール

について
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●下野尻茶屋町線整備の概要について

●	立地適正化計画策定事業が想定する地域につ

いて

●	群馬県住宅供給公社への市営住宅管理業務委

託の概要と委託のメリット、デメリットにつ

いて

●	危険ブロック塀等撤去補助金にかかわる撤去

の進捗、周知について

●	住宅リフォーム事業費補助金のこれまでの実

績と使いやすさ向上について

【消防費】

●消防団へのAT車配備の考えについて

●	防災士資格取得費補助金の補助対象者と事業

の意図について

●	災害対策費備品購入費の予算増額の理由につ

いて

【教育費】

●	不登校児童生徒の現状と登校支援、今後の施

策について

●	学校適正規模推進事業にかかわる審議会の経

過について

●廃校維持管理事業光熱水費の概要について

●	廃校施設の今後の活用や解体、活用に向けた

取り組みについて

●	GIGAスクールネットワーク環境維持管理事

業の概要について

●	GIGAスクールにかかわるタブレットの破損

やその対応について

●小学校施設整備事業修繕料の概要について

●体育館トイレ洋式化の概要について

●	特別支援教育就学奨励費補助事業の概要につ

いて

●	特別支援学級の児童生徒人数の推移と支援が

必要な通常学級の児童生徒への対応について

●	子どもの夢応援事業の予算増額の理由と実績、

今後の予定について

●	ふるさと学習館企画特別展示事業の概要と周

知について

●体育施設管理事業工事請負費の概要について

●安中格技場の修繕について

●学校給食費補助金の今後の考えについて

●	学校給食費補助金にかかわる原材料費、燃料

費の高騰による影響と給食の品質保持につい

て

●	小学校給食管理運営事業の委託による市の支

出の増減と正規調理員の処遇について

●	学校給食の直営と委託の費用の違いやアレル

ギー対応について

●	原市小学校給食施設整備事業の概要と工事期

間の給食供給、今後の予定について

一般会計歳出の割合

議会費
0.8％

総務費
13.8％

民生費
36.1％

衛生費
10.5％労働費

0.1％

農林水産業費
2.4％

商工費
2.0％

土木費
8.8％

消防費
3.5％

教育費
12.1％

災害費
0.0％

公債費
9.7％

その他
0.2％
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●	市税歳入全般の予算増額の理由と算定根拠、

今後の展望について

●	新型コロナウイルス感染症による市税への影

響と的確な歳入計画について

●法人事業税交付金の予算減額の理由について

●	霊園永代使用料、年間管理料の概要と算定根

拠について

●地方創生臨時交付金の今後について

●	新型コロナウイルスワクチン接種対策費にか

かわる令和５年度の接種体制について

　政府の行政デジタル化推進でなりふり構わな

いマイナンバーカード普及の押し付け、普及率

の高い自治体に地方交付税などの優遇配分で格

差をつけること等、許されません。カード普及

が進まないのは政府が進めるデジタル行政に国

民が警戒感を抱いているからです。

　耕作放棄地解消の対策として、補助金引き上

げも有効な手段ですが、今、それ以上の速度で

荒廃農地が増加しています。農家が耕作して

「儲けられる農業」を指し示すことが必要です。

CO２吸収率が良いとされる早生桐栽培では、桐

材がどのような需要が見込めるかを担保してい

くことが肝心です。

一般会計歳入

一般会計反対討論

一般会計賛成討論

　学校給食費無償化の拡充では、県内15自治

体が完全無償の状況で、国制度創設への強いア

ピールになります。完全無償化すべきです。

　人口減少が続く中で、地域力が落ち込み、学

校の統廃合でますます低下します。さらなる地

域力の維持・発展が求められます。

　地方財政において、急激な物価の高騰による

景気後退懸念や、高齢化の進展、少子化など先

行きは不透明な中、市税において６億円の増額

が見込まれており、投資的経費の増加に伴い、

予算規模が拡大しているものの、基金や市債を

効果的に活用しており、結果として、財政調整

基金繰入金を前年度よりも減額していることは

評価できます。

　歳出においては、高校世代まで医療費無料化

拡大、産業団地整備、道の駅整備、陸上競技場

の改修など、さまざまな新規事業に着手するほ

か、移住・定住の促進や庁舎建設などにも重点

を置いており、市政発展のための積極的な予算

編成であると評価できます。

　また、総合計画や都市計画マスタープランな

どの策定事業については、今後の市政に大きな

影響を与えるものであるため、注視していきた

いと考えております。
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令和５年第１回定例会　議員個人の賛否結果一覧表

※�賛否の分かれた
議案のみ掲載し
ています。その
他の議案は、全
員賛成で可決さ
れました。

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

結果
議　員　名

議　案　名

金
井
　
久
男

櫻
井
ひ
ろ
江

松
本
　
次
男

金
井
登
美
雄

長
嶋
　
陽
子

武
者
　
葉
子

小
林
　
克
行

佐
藤
　
貴
雄

小
林
　
訂
史

欠
　
員

罍
　
　
次
雄

巽
　
　
久
男

高
橋
　
由
信

柳
沢
　
吉
保

小
川
　
　
剛

柳
沢
　
浩
之

今
井
　
敏
博

吉
岡
　
完
司

奥
原
　
賢
一

田
中
　
伸
一

議　 案
第 42 号 令和５年度安中市一般会計予算 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 可決

議　 案
第 43 号 令和５年度安中市国民健康保険特別会計予算 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 可決

議　 案
第 44 号 令和５年度安中市後期高齢者医療特別会計予算 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ 可決

※議長は、採決に加わらないため「－」としています。� 【○：賛成　×：反対　除：除斥　欠：欠席】

　人権擁護委員の推薦について、意見を求めら

れましたので、これに同意しました。

●人権擁護委員

　原市

　　能
の

登
と

　美
み

津
つ

子
こ

●�機構改革に伴う関係条例の整理に関する条例

の制定について

●�安中市営すみれケ丘霊園条例の制定について

　令和５年度中に予定する市民への公募などの

実施や墓苑設備などの供用開始に向けて、管理

運営に関する規定を定める条例を制定するもの

です。

●安中市地域公共交通会議条例の制定について

●�安中市都市計画マスタープラン策定委員会条

例の制定について

●�安中市水道事業及び下水道事業審議会条例の

制定について

●�安中市総合計画審議会条例の一部を改正する

条例について

●�安中市職員定数条例の一部を改正する条例に

ついて

　令和５年度から文化財保護課とスポーツ課を

教育委員会から市長の事務部局へ移管すること

に伴い、職員定数を見直すものです。

●�安中市特別職の職員で非常勤のものの報酬及

び費用弁償に関する条例の一部を改正する条

例について

●�安中市会計年度任用職員の給与及び費用弁償

に関する条例の一部を改正する条例について

●�安中市義務教育施設整備基金条例の一部を改

正する条例について

●�安中市体育施設条例の一部を改正する条例に

ついて

●�安中市スポーツセンター条例の一部を改正す

る条例について

●�安中市放課後児童健全育成事業の設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例について

　送迎バスに子どもが置き去りにされた事案が

発生したことを受け、省令でバス送迎にあたっ

ての安全管理規定が加えられるなどにより、本

市の条例も省令を踏まえた改正をするものです。

第１回定例会

人 事 関 係 議 案

第１回定例会

人事関係以外の議案
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●�安中市子ども・子育て会議条例の一部を改正

する条例について

●�安中市国民健康保険条例の一部を改正する条

例について

●�安中市における太陽光発電設備の設置に関す

る条例の一部を改正する条例について

　市議会で採択され市長に送付された条例の強

化を求める請願・陳情を受け、条例の一部を改

正するものです。

●�安中市小口資金融資促進条例の一部を改正す

る条例について

●�安中市建築基準法関係手数料条例の一部を改

正する条例について

●�安中市都市の低炭素化の促進に関する法律関

係手数料条例の一部を改正する条例について

●�安中市建築物のエネルギー消費性能の向上に

関する法律関係手数料条例の一部を改正する

条例について

●�群馬県市町村総合事務組合の規約変更に関す

る協議について

●�群馬県市町村公平委員会共同設置規約の変更

に関する協議について

●�安中市あんなか第二学童クラブ公の施設の指

定管理者の指定について

●�安中市あんなか第三学童クラブ公の施設の指

定管理者の指定について

●�安中市たいとう学童クラブ公の施設の指定管

理者の指定について

●�あんなかスマイルパーク公の施設の指定管理

者の指定について

●第２次安中市総合計画の変更について

●権利の放棄について

●権利の放棄について

●権利の放棄について

●訴えの提起について

●市道路線の廃止について

●市道路線の認定について

●�令和４年度安中市一般会計補正予算（第９

号）

●�令和４年度安中市国民健康保険特別会計補正

予算（第２号）

●�令和４年度安中市後期高齢者医療特別会計補

正予算（第１号）

●�令和４年度安中市介護保険特別会計補正予算

（第２号）

●�令和４年度安中市水道事業会計補正予算（第

３号）

●�令和４年度安中市下水道事業会計補正予算

（第１号）

●�令和４年度安中市病院事業会計補正予算（第

２号）

　今定例会に委員会提出議案として条例の一部

改正案が１件提出され、全員の賛成で可決され

ました。

●�安中市議会委員会条例の一部を改正する条例

について

委 員 会 提 出 議 案

第77号 令和５年５月９日（13）



　安中市議会議会報編集委員会では、議会の活動や市政について、多くの皆さまに知っていただ

くため、より読みやすい議会だよりを目指してリニューアルを進めています。その一環として、

今回の第77号から、「本文を横書きに

変更」「一般質問答弁者の記載」の２

点においてリニューアルを実施しまし

た。

　引き続き、皆さまに読んでいただい

たときに「読みやすい」「わかりやす

い」議会だよりを目指していきます。

ご覧いただいたご意見、ご感想等がご

ざいましたらお聞かせください。

　皆さまのご意見等を参考にさせてい

ただき、今後も改善を進めていきます。

議会だよりのリニューアルを進めています !!

　議会（本会議）の様子をご自宅のパソコンやお手持ちのスマートフォン・タブレ

ット端末からもインターネット中継でご覧いただけます。過去の議会映像もインタ

ーネットの録画中継で見ることができます。映像配信は安中市議会のホームページ

から、議会中継へアクセスしてください。

　このコードからも安中市議会のホームページにアクセスできます。

　次の定例市議会は、６月９日から６月26日までの18日間の会期で開催される予定です。

◇９日＝本会議　開会、議案の上程等

◇21・22日＝本会議　一般質問

◇26日＝本会議　委員長報告、採決等、閉会

　今回の第１回定例会（予算議会）は、岩井市長初の予算編成であ

り、公約実現に向けて第一歩を踏み出す積極的な構成であると感じ

るものです。当市においては、長らく具体的な長期政策を聞いたこ

とがない中、将来のより良い安中市を創造していく上での出発点に

立ったと思います。市議会も内容を精査し、未来の安中市発展を目

指して市民の負託に応えていけるよう変革の時期を迎えていると感

じます。これから本当の意味での市民総働が求められる中、市議会

も、市民の皆さまのご意見を拝聴しながらともに安中市発展に奮闘

していく覚悟が求められています。� （罍）

編集後記

議会の映像配信

次の定例会（予定）

連絡先

安中市役所　　�� 議会事務局宛

☎︎382 - 1 1 1 1　　�� 内線�1 3 4 9番

編集委員

◎柳　沢　浩　之

○長　嶋　陽　子

　櫻　井　ひろ江　松　本　次　男

　金　井　登美雄　小　林　克　行

　罍　　　次　雄

第77号（14）令和５年５月９日


	01-11_安中市議会だより77-納品用
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